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舞鶴市教育委員会 様

舞鶴市教育委員会

舞鶴市は京都府北部、日本海沿岸に位置する人口74,000人

の市です。教育委員会は教員の事務作業などの負担を減らし

ながら教育の質を高めるためデジタル活用を進めています。

さらに2025年度から学校規模の適正化、部活動の地域移管

などを担当する「教育未来課」を新たに創設。将来にわたって

より良い教育環境の構築に取り組んでいます。

京都府舞鶴市字北吸1044番地

https://www.city.maizuru.kyoto.jp/kyoui
ku/category/6-2-1-0-0-0-0-0-0-0.html
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舞鶴市教育委員会 様 イメージ図

25校・6,000台を支える学習ネットワーク
5年間トラブルゼロの実績が教育現場の安心を支える

児童生徒が安全に使える
ゼロトラスト・セキュリティの構築

電子証明書認証で、パスワード不要の安全かつ
シンプルなアクセス環境を実現

全校生徒が同時に接続しても快適に使える
ネットワークの整備

ダウンタイムを作らずリプレースできること

最大約6,000台に上る端末の同時接続でも安定稼働。
導入から5年間トラブルゼロ

既存設定を容易に引き継ぎ、無停止で
スムーズに後継機へ移行

ネットワーク認証は冗長構成を

採用し、運用を止めない設計に

DHCP専用サーバーを設置して、

安定したネットワークを実現

管理者
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大阪営業所 06-7167-8881 福岡営業所 092-263-0400
名古屋営業所 052-217-9091 東北営業所 022-716-0766
札幌営業所 011-242-6111

株式会社ソリトンシステムズ https://www.soliton.co.jp/

https://www.soliton.co.jp/contact/お問い合わせはこちら

　京都府の舞鶴市教育委員会では2020年、GIGA
スクール構想に伴い小中学校25校に学習系ネット
ワークを整備しました。１人１台端末の利用が広が
る中、授業での安定したネットワーク通信は学びの
質を左右する重要な基盤です。最大で約6,000台
の端末がネットワークに同時接続する環境を支え
る中核として採用されたのが、ソリトンシステムズ
のNetAttestシリーズでした。
　舞鶴市役所 教育振興部 学校教育課 主査 小野 
祐矢氏は「多くの授業でクラウドサービスや学習支
援ソフトを利用しています。さらに教員PCやプリン
ターも接続されているため大規模アクセスになり
ますが、NetAttestシリーズは導入から5年間安定
して稼働しています。授業が中断するようなトラブ
ルはありませんでした」と話します。

　2020年のネットワーク導入当時、校務系ネット
ワークは市役所のイントラネットを利用していた
ため、学校でのトラブルが庁内全体に波及するリス
クがありました。そこで、学習系ネットワークの構
築にあたり、教育活動に最適化した基盤を整備し
ました。児童生徒と教員がストレスなく安全に校内
ネットワークを利用できる環境を確保するととも
に、数年先の学びにも対応できる、未来を見据えた
ネットワークの構築を目指しました。また、校務支
援システムをはじめとするクラウド活用や端末増
加といった変化にも対応できる設計としました。
　学習系ネットワークの中核を担うのは、電子証明
書により強固なアクセス認証を実現する「NetAttest 
EPS」（以下、EPS）と、DHCP専用サーバーとして快
適なネットワークを支える「NetAttest D3」（以下、

D3）です。EPSはデータセンターに冗長構成で設置
し、認証の安定性と耐久性を確保しました。また、D3
も各校に冗長構成で設置することで、安定したIPア
ドレスの割り当てを可能にしました。このようにネッ
トワーク基盤全体を冗長化することで、障害が発生
しても影響を最小限に抑え、常に安定した学習環境
を維持できる体制を整えています。

　さまざまな認証方式の中から電子証明書認証を選
択した理由について、小野氏は次のように述べます。
「児童生徒の場合、パスワードなど人に依存するセ
キュリティでは、いつか必ずインシデントが発生す
るリスクがあります。しかし電子証明書であれば、
本人は認証を意識することなく接続できます。ま
た、来校者による不正な接続も防げます」
　電子証明書の採用は、2022年に実施した学習系
と校務系ネットワークの統合の際にも効果を発揮
しました。物理ネットワークは統合しつつ、児童生
徒と教員で電子証明書を分け、さらにSSIDを分け
ることで物理分離を実現し、ゼロトラスト・セキュリ
ティを実現しました。これにより、SSIDごとにセ
キュリティ設定が可能となり、ネットワーク統合下
での安全性と利便性の両立が可能になりました。
　小野氏は「ネットワーク統合により約1,000台が
新たに加わりましたが、特に問題なく対応できまし
た。現在も余裕を持った運用ができており、学校現
場からは『市役所のイントラネットを利用していた
時と比べ、はるかに通信が快適になった』と高い評
価をいただいています」と強調します。

　各端末にIPアドレスを割り当てる際、汎用サー
バーにDHCP機能を持たせる方式では、構築や管
理に手間がかかるだけではなく、停電時の対応に
も人手が必要でした。停電時に電源を落とし、復電
後に一斉に電源を立ち上げる作業は大きな手間と
リスクを伴います。「以前は停電のたびに業務が止
まるのではと不安があり、常にプレッシャーがあり
ました。しかしD3は専用アプライアンスのため、通

電すれば自動的に稼働が復帰します。UPSも不要
になり、25校すべての運用負荷を大幅に削減でき
ました」と小野氏は振り返ります。
　この特徴は、限られた人員で多くの学校を支え
る教育委員会にとって、大きな安心材料となってい
ます。特に広範囲に分散する各学校にICT人材を
配置するのが難しい状況では、シンプルで安定した
仕組みが不可欠です。

　これまでの取り組みにより、舞鶴市のネットワー
クは導入以来5年間、ネットワークに起因するトラ
ブルは一度もなく安定稼働し続けてきました。
　2025年のリプレース時、その実績と安心感が高
く評価され、EPSとD3の後継機へスムーズに移行
しました。既存設定を引き継ぐ仕組みがあったた
め、授業や校務を止めることなくネットワークを更
新できました。
「稼働中のネットワーク環境を止めることなく更新
できたのは大きな安心でした。過去5年の安定稼働
があったからこそ、迷うことなく後継機を選択でき
ました」と小野氏は語ります。

　舞鶴市では、教員が複数のシステムでアカウント
管理を担う場面がありましたが、教員の本分はあく
までも教育です。学習活動の質を高めるためには、
現場でのアカウント運用はできるだけ簡素化され
ている必要があります。
　今後の展開について、小野氏は次のように述べ
ました。
「シングルサインオン（SSO）や多要素認証を導入
すれば、教員はアカウント管理の手間から解放さ
れ、教育に専念できます。『Soliton OneGate』の
ような仕組みがその一例です。ICT人材が不足して
いる現状では、誰でも扱える“わかりやすさ”が非
常に重要になります。その点でソリトンのソリュー
ションには今後も期待しています」
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教育現場を支える
安定ネットワークを構築

停電時でも止まらない、
運用負荷を軽減

実績に裏打ちされた
スムーズなリプレース

パスワード不要で安心、
電子証明書による認証

教員の負担を減らし、
教育に集中できる環境へ安全・快適、未来を見据えた

ネットワーク設計

舞鶴市役所
教育振興部
学校教育課

主査
小野 祐矢 氏




